
第3回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会  

平成20年4月22日（火）14：00～17：00  

都道府県会館 101大会議室  

次  第   

1 あいさつ  

厚生労働省健康局疾病対策課長 梅田珠美  

2 地方公共団体に対するモニタリングの現状と効果  

厚生労働省健康局疾病対策課課長補佐 山之内芳雄  

3 研究の視点からのモニタリングについて   

（1）「エイズ施策評価のための指標の検討」  

京都大学大学院医学研究科教授 木原正博氏   

（2）「検査体制の充実」  

神奈川県衛生研究所長 今井光信氏  

4 「相談体制の充実」に向けた取り組み  

特定非営利活動法人ぶれいす東京 代表 池上千寿子氏  

5 地方公共団体の施策紹介  

さいたま市保健福祉局保健所地域保健課感染症予防係主査 苗村直美氏  

名古屋市健康福祉局健康部主幹（医務指導） 氏平高敏氏  

大阪府健康福祉部保健医療室地域保健感染症課課長補佐 河井茂美氏  

6 平成20年度HIV検査普及週間について  

厚生労働省健康局疾病対策課課長補佐 三好英文  

配布資料  

資料1  地方公共団体に対するモニタリングの現状と効果  

資料2  HIV流行の国際的文脈と日本のエイズ施策分析の試み  
資料3  HIV検査体制の充実  
資料4  日本のエイズ現状と課題 抗体検査と相談体制  

資料5－1 さいたま市検査相談体制について 新規事業への取組  

資料5M2  NLGR同性愛者向けエイズ啓発イベント及び無料HIV検査会に  

ついて  

資料5－3   「cho t CASTなんば」の開設について  

資料6≠1  平成20年度HIV検査普及週間について  
資料6－2  平成20年度HIV検査普及週間の活動計画  

資料6－3 平成20年度のHIV検査相談体制及びHIV検査普及週間の取り  
組みについて（重点都道府県等）  

資料6－4  平成20年度「HIV検査普及週間」実施要綱   
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時刻  予定時間  実施内容   講師等（敬称略）   実施場所   

14：00   
（05）   開会挨拶   

厚生労働省健康局疾病対策課長  
梅田珠美   

14：05   
（20）   地方公共団体に対するモニタノングの現状と効果   厚生労働省健康局疾病対策課  

課長補佐山之内芳雄   

14：25  研究の視点からのモニタノングについて  

（30）  エイズ施策評価のための指標の検討   京都大学大学院医学研究科  
教授木原正博  

14：55  
（30）  検査体制の充実   

神奈川県衛生研究所  
所長今井光信   

15：25   
（15）   休憩  

都道府県会館101  

15：40   
（20）   「相談体制の充実」に向けた取り組み   

大会議室  

（東京都千代田区  
1（き：00  地方公共団体の施策紹介  平河町2－6－3）  

（10）          さいたま市   
保健福祉局保健所地域保健課  
感染症予防係主査苗村直美  

16：10  
（10）  名古屋市   

健康福祉局健康部  
主幹（医務指導）氏平高敏  

16：20  健康福祉部保健医療室地域保健感染  
症課課長補佐河井茂美   

（15）   平成20年鹿川∨検査普及週間について   厚生労働省健康局疾病対策課  
課長補佐三好英文   

（10）  大阪府     16：30          16：45  

閉会  

コミュニティ  
移動 都道府県会館 → コミュニティセンターakta  センターakta   

18：00   
（60）   現場見学及び講演   

RainbowRing弓畏由紀夫  （東京都新宿区  

名古屋市立大学教授市川誠一  新宿2－15－13  

19：00  第2中江ビル301）  

akta視察終了  

aktaでの現場案内及び栂雇儲明   

（1）akta内の案内  

（2）概要説明  

・新宿二丁目におけるゲイ・コミュニティの現状  
・aktaの取り組みと成果  

・aktaにおける今後の課題   
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全国8ブロック  

地方ブロック拠点病院  

0各ブロック内のエイズ臣■の水攣の向上  
及び規格墓の王王に努めも．  

0 各ブロックの代札的な痍鹸  
（各ブロックlこ1つもしqま■敷津）  

0 嘉度なW鯵▲（書∩外来、入良   
カウンセラー、全科対応）の讐供  

0フbック内の■点病絵専臣雛暮春  
lこ対寸‾る贈   

0 医■■P及び慮著虚業書からの   
織相饅への対応尊の什昧提供  

0腰合併lなエイズ絨の実先  

0情報の頒、他の声■■別への情報提供  

0塊肉の声■従事著に対ナる♯書  
及び■科榊との遅痍  

ACC（国際医療センターエイズ治療・研究開発センター）  
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HlV流行の国際的文脈と  

日本のエイズ施策分析の試み  

京都大学大学院医学研究科社会疫学分野  

国連合同エイズ計画共同センター  

木原正博  

HIV流行の国際的文脈について   



AIDS  
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Ⅷ皿此  
「  

近隣諸国・地域におけるHIV感染者・AIDS患者の年次動向  
注：倍率は2006年の報告数（人口対）の日本との比  
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エイズ施策分析の試みについて  
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日本全体の施策について  

指標   比較   

川V報告数の人口比  英国14．9、カナダ9．れフランス9．2、オーストラリア   

（2006年）   5．1、ドイツ3．3、日本0．8   

A旧S報告数の人口  フランス1．6、英国1．4、カナダ1．0、オーストラリア1．0、   

比   ドイツ0．4、日本0．3   

HIV／AIDS比   英国10．4、カナダ9．9、ドイツ7．5、フランス5．6、オー  

ストラリア5．4、周辺国・地域（4．0－11．2）、日本2．4   

HlVの年齢分布   日本33．1％、英国31．7％、ドイツ30．5％、米国25．6％   
（く30年齢層の割合，2002－  
2006年）   

検査普及度   米国では75％の感染者が自分の感染を知っている。  
（●CDC：Testing－UnitedStates，MMWR．2001よリ  

日本では20－30％程度。   
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自治体の施策分析  
累積患者・感染者報告数の多い都府県  

2006年までの累積数  

の15－59歳人口割合  

⊂コ＜0．01％   

［：］0．01≦＜0．02％  

■劇0．02≦＜0．03％  

t■≧0．03％  

・エイズ対策に関するアウトカムやプロセス  
について自治体を相対化することで、改善  
のための具体的な方向を探る。  
・順位付けをするのが目的ではない。   



エイズ／STD啓発度の主な測定項目  
若者伯動車教習敢2007年）n＝15949 疇■帽年（世帯・2DO7年）∩＝15018  

＜疫学関係＞  

日本でHlV感染が増えている  

地元でHlV感染が増えている  

＜検査関係＞  

保健所等で無料匿名の検査が受けられる  

どこの保健所等でも受けられる  
二  

検査陽性でも名前や住所は報告されない  

＜HIV関係＞  

治療の進歩で普通に暮らせるようになった  

HIVに感染しても長期間無症状  

HlVの感染しやすさには男女差がある  

＜STD関係＞  

㌣甲≠iiii  

ウラミ川こ感染しても無症状のことが多い 
十  

STDは□から性器に感染する  

STDで川Vに感染しやくなる  

STDで不妊になることがある  

十 十十イ十∵ナナ ＋十  
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47都道府県  

「＝0，44  

（P＝0．002）  
●山形  

106  

300  350  

（万円）  

50  100  150  200  250   

エイズ対策費（検査・相談＋普及啓発：15－59歳人口10万人当たり）  
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施策分析から施策提言へ  

l  

エイズ施策の5原則  

極力差別偏見を減らす  
極力流行を把握する  
極力感染を減らす  
極力感染者を発見する  
極力感染者を治療する  

海外の  
HIV流行  

ニ  
二ニヰ≡HIV感染者i  

l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿l  

士  

5無防備な性行動  
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川V感染者  

－－－－…－一 非検査  
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施策分析からの普及啓発対策への提言  

知識の  

ウォンツ  

普及啓発の  
ストラテジー  

具体的  

プログラム  

◆地元のHIV流行情報  

◆STD関連情報  
◆夜間・休日検査関連情報  

◆若者＞中高年  
◆女性＞男性  

◆メッセージ  

◆チャネル  
（量、媒体、時間、場所）  

事例研究が必要   

著者〔自動♀教官新調王）  中高年〔せ帯韻王）  若者（自動手数ぎ所調査）  中★年く世帯調査）  

賢一【‾▼，‾冊【■ⅥWl㌻ し禦≠・・・－  
【 和音ほに事い－   脚芯テ藍「、「監  

豪遊甲旺てHlV涜iラ  

芸痙台琶てHlV兼行  

整衷ヨ車てHIV荒行  

働珂  
⊆文句毛見∴召捕て琶連の生′き  

HlV■：・さ1年qTt」ユTl  

1官僚所琴て覆斉斗匿蔓l要言あリ  

「：二こ＝  

＋  
＋  

誓Il人の10リ）ただ穿と嘗1フ】1てし－る  
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O ZC ‘滝 モD e） t〇）  

」 ＋ ⊇ ∈  
；女性は千把症⊂ぢりやすく㌔る：  

扁掴丸炎軸二すこともリ   
L塑翌塾壬建±竺ヒ三三」   
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1巨飛間て享陀J耶澄も可 ㌧  

0 20 18 60 801（旧 0 20 40 ¢D £01  

揖正解者の割合l■その知誰を重要と考える昔の割合  撃準正厳暑の割合 疇■その知識を露草と考える者の割合  
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施策分析から施策提言へ  

海外の  
三 日Ⅳ流行－－ヰヰ∵ごヰHtV感染者  

エイズ施策の5原則  

極力差別偏見を減らす  
極力流行を把握する  
極力感染を減らす  
極力感染者を発見する  
極力感染者を治療する  

±  

無防備な性行動  

■1‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾1  

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
 
 

川V感染者  

報の社会  

－…－－－－一 非検査  

事例研究  

⑭   



第3回重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会  
H．20．4．22都道府県会館101大会護圭  

HlV検査休制の充実  

－HⅣ検査相談体制の現状および  

整備状況とその指♯について－  

神奈川県衛生研究所 今井光信  

HlV検査相談機会の拡大と質的充実に関する研究班   

今井光信 （神奈川県衛生研究所）  金光公浩 （日赤・血液事業部）  

中瀬克己 （岡山市保健所）  玉城英彦 （北海道大学大学院予防医学）  

立川夏夫 （国立国際医療センター）  木村和子 （金沢大学大学院医療薬剤苧）  

吉田靖子 （東京都健康安全研究センター）  矢永由里子（エイズ予防財団）  

大竹 徹 （大阪府立公衆衛生研究所）  畦 貴子 （神奈川県衛生研究所）  

澤田幸治 （北海道立衛生研究所）  加藤真吾 （慶応大学微生物苧）  

小島弘敬 （東京都南新宿検査・相談室）  杉浦 亙 （国立感染研エイズ研究センター）  

松浦基夫 （NPO5去人α相川）  角野文彦 （全国保健所長会会長）  

保健所等におけるHIV検査体制に関する  

全国調査の結果（2008年1月31日依頼）  

軌狐4．2現在）568／618箇所（92咄  

2007年にHⅣ検査を実施した保健所 566／568箇所（99．6％）   

2007年に陽性結果のあった保健所 130／568箇所（23％）  

陽性件数 279／117，521（陽性率0．24％）  

陽性結果を伝えられた件数→ 264／279（95％）  

受診したことを把握できた件数→ 223／279（80％）  

（陰性結果を伝えられた件数→114587／117242（98％）   



保健所等におけるHIV検査体制に関する  

全国調査の結果（2008年1月31日依掛  

．検査機関アンケート 回答数（H2叫．減在）  11／11箇所（100％）   

2007年にHⅣ陽性結果のあった特設検査機関1り11箇所   

陽性件数195／24684（陽性率0．8％）  

陽性結果を伝えられた件数→180／195（92％）  

受診したことを把握できた件数→141／195（72％）  

（陰性結果を伝えられた件数→ 23943／24489（98％）  
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保健所HIV検査  
一 平日、夜間、土曜・日曜 －  

（566件中）  

ロ平日昼のみ   

□平日で夜間検査   

を行っている  

臼土日検査を行っ   

ている  

幽不明  
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エイズ施策評価モニタリ  

－HIV検査相談体制の整備状  

（EIV検査相談機会の拡大と質的充実に関する研究班今井光信）  

（D HⅣ検査数と陽性数  

（保健所等HIV検査相談及び即日検査クリニック、郵送検査、医療機関での比較）  

②検査結果の受け取り率 陽性者の受診把握率 報告率  
③献血者のおけるHIV検査陽性件数  

④HⅣ感染者報告数およびエイズ患者報告数   

上記数値の比較  

■保健所陽性数／陽性献血件数or陽性献血件数／保健所陽性数  

・保健所陽性数個丁Ⅴ感染者報告数  
・保健所陽性数／（HIV感染者報告数 エイズ患者報告数）   

・エイズ患者報告数／（HIV感染者報告数 エイズ患者報告数）  

（検査陽性者の感染時期の推定）  
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民間クリニックでのHIV即日検査実施状況  

即日検査数と確認検査陽性数の堆移（2∞1～2007年）  

（陽性数）  

100   
件  

80 74名中  
結果受け取り  

60 65名  

（88％）  

40 届出  

59名  

20 （91％）  
自施設でケアー  

24名（37％）  
0 紹介確認  

32例（43％）  2001 2002  2003  2004  2005  2006  2007年  

クリニック数 3  9  12  12   18   19  25   

14  
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献血者陽性数・保健所検査陽性数とその比  
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の    qD  

の    の  
の    の  

保健所検査場性数：北海道、茨城、埼玉、千葉、東京、山梨、愛知、福井、  
大阪、兵庫（神戸除く）、広島、愛媛、福間の川部道府県と仙台市  
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献血者におけるH川感染者の動向（地域別）  

及び 保健所等検査陽性数との比較  

2004年  2005年  2006年  2007年   

2   3   2   3   

4   3   

41   34   39   36   

6   7   7   12   

23   23   25   30   

9   5   7   9   

7   3   6   

92   78   87   102   

保健所等／献血  

194／17 11．4  
（東京都）  

94／26   
（大阪府）  

3．6   

508／102   4．9   
（全国）  

HIV検査の状況と整備状況の指標（神奈川県2007  

保健所等無料検査  
（検査数117‘8件）  

陽性例 29件（0．25％）  

直接報告率  

26／29（90％）  

HIV感染症情報  
保健所等からの報告数  

■－■■■■■・・・ 

・←26件  

献血で陽性   

5  

神奈川県（全国）  

対献血 29／5 5．8（5．0）  

対無症候29／57 51％（49％）  

対報告数29／9331％（35％）  

医療機関から  

無症候 31  
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資料5－1  

士いた審市検査相談体制について新規事業への取り組み   

検査相談体制  保健所（1カ所）  

通常検査・相談  

検査日程   H19年度   H20年度   内容   

検査予約制   検査予約制   
HIV検査、梅毒、  

′月  ＊クラミジア  

9時～10時受付  9時～10時受付   
B型肝炎、C型肝炎  

＊クラミジアのみ有料  

通常検査・相談（夜間）  

査日程   H19年度   H20年度   内容   

検査予約制   検査予約制   
HIV検査、梅毒、  

l  17時30分～18時30  17時30分～18時30  
B型肝炎、C型肝炎  

分受付   分受付   

休日迅速検査・相談  

年度   H20年度  検査日程  内容   

∨即日検  

12／1）  1回／月日曜日  
検査予約制  

14時～17時受付  
日世界エイ  HIV迅速検査   

会場：JACK大宮  
は  

※委託  

休日HI  

査（6／3、  

＊12月1  

ズデー  

にて開催  

※ 委託について  

H19年4月よリ   

NPO法人アカーと話し合い  

事業化  

休日・迅速積萱 月I国   

会塙：JACK大宮（朝躍り5分）  H19年12月   

世界エイズデー   

（アカーーバックアップ）  

H20年4月   

事業予算化   

NPO法人アカーと委託契  

＜ターゲット＞  

一般向け  

MSMへの啓発  

□ゝ  

HIV感染者等保健福祉相  

諸事業（エイス予防財団）   
NPO法人  

アナI－  



さいたま市の状況  

【HIV抗体検査件数（年次）】  

※1件昼間、3件夜間検査  

【HIV感染者、エイズ患者の報告件数】  

平成14年  平成15年  平成16年  
■lllll■l■■■1－■■■－■■■－■■■－       llllll■l■■■■■■  

総数 I HIV l エげ  総数IHIVlエげ   IHIVlエげ   
さいたま市   2  I 2※ 1  0   4  1  1  1  3   5  1  2  】  3   

埼玉県   28 l 9 l19   30 】10 l 20   41 1 18 1 23 

全国   922 1 614 1 308   976 】 640 1 336   1165 1 780 】 385  

平成17年  llll■■l■■l■■■1－－－■■－■lll1－■  平成18年  平成19年  

総数IHIVlェげ  総数   HIV   エイス○   総数   HIV   エイスす   

さいたま市   5 】 4 l l   3   1   

1  

2   7   5   2   

埼玉県   39   24 1  15   33   17   16   34   25   9   

全国   1199 1 832 1 367   1，358   952   406   1，448   1，048   400   

！、三   



資料5－2  

NLGR同性愛者向け＝イズ啓発イベント及び無料HlV検査会について  

平成20年4月22日  

名古屋市健康福祉局健康増進課  

1 NLGR（NagoyaLesbian＆GayRevolution）無料匿名エイズ検査会の経緯等  

（1）経緯等  

男性同性愛者間においてHI＞感染が拡大している状況に対応するため、当事者ボ   

ランティアグループ（ANGEL LIFE NAGOYA）と国立名古屋病院（現名古屋医療   

センター）内…毎医師が中心になり、平成13年度からエイズ啓発イベント開催に合わ   

せて卜11＞検査会（匿名・無料）を実施。厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究   

事業の位置づけで実施されてきた。  

なお、本市については、平成17年度以降、愛知県との協同で啓発ブースを設置し  

ている。  

（2）開催状況  

以下のとおり、1日目（検査前オリエンテーション・採血）、2日目（結果告知）の   

スケジュールで実施されてきた（専門相談員も配置）。  

日程（土・目）   会 場   受検者数   陽性者   備 考   

6／16・17   愛知県医師会館   148   4（2．7％）  

6／1・2   愛知県医師会館   304   7（2．3％）  

5／31・6／1  ホテルセントメイン名古屋   346   4（1．2％）  

6／5・6   ホテルセントメイン名古屋   439  12（2．7％）  

6／11・12   ホテルセントメイン名古屋   425   9（2．1％）  ※1   

6／10・11   ホテルセントメイン名古屋   471  21（4．5％）  

6／2・3   ホテルセントメイン名古屋   538  12（2．2％）  

※1 平成16年度までは、検査前オリエンテーションは、Hl＞と人権・情報セン  

ターが主に担当してきたが、受検希望者増への対応、地域公衆衛生担当者等との  

協働の方向性等から、平成17年度以降、行政職員・教育関係者・関係ボランテ  

ィア団体等の協力により運営されている。  

2 本イベント及び検査会の成果  

（1）同性愛者対策としての側面  

本市においても、HIV感染者／AIDS患者は急激な増加を示L，／ており、同性間  

性的接触によるケースが多数を占めている。行政が直接的に単独で取り組むことが困  

難な対象について、感染予防に関する情報を届けることができるとともに、陽性者発  

見率（保健所検査では0．4％程度）も高く、感染の早期発見を図るという観点からも  

1   



存在意義は大きい。  

（2）地域の公衆衛生の推進という側面   

平成17年度以降、公衆衛生や医療に携わる者だけでなく、本地域の様々な方々の   

多数の参画を得て、検査会が運営されている。この成果を、今後のエイズ対策の推進   

へ波及させてい＜ことが必要であり、また、その効果も非常に大きいものであると考   

えられる。なお、平成19年度（NしGR2007）検査会全体として総勢159名が   

ボランティアとして従事した。  

（3）保健所検査体制等強化の側面   

本検査会においては、検査前オリエンテーション従事者を対象に事前研修会が実施   

されている。この研修会や検査前オリエンテーションに保健所職員が参加・従事する   

ことにより、セクシャリティーやジェンダーの問題についての理解を促進する効果が   

得られたと考えられる。  

3 NLGR2008無料H］∨検査会の事業化   

本検査会は、現在、感染が拡大している男性同性愛者に焦点を当てた検査会である。   

また、受検者数の多さ、陽性率の高さ、検査精度の高さ及び地域の公衆衛生関係者等   

の協働等、本地域のエイズ対策に果たす役割は大きい。そこで、今回、厚生労働省の財   

政的支援により、本市として事業化することとした。  

4 地域のエイズ対策の強化に向けて  

NLGR無料HIV検査会の検査システムやセクシヤ1」ティーヘの配慮等、その成果を   

保健所検査等、公的検査へ引継ぎ、「行政・保健所検査のレベルアップ」、「受け易い検査   

体勧、相談体制の構築」を図っていきたい。   

また、本検査会で培われた地域の保健・医療、教育等関係者やボランティア団体等の   

ネットワークをHIV検査やエイズ予防啓発の場面に生かしていくことについても具体   

的に検討していきたい。  

2
 
 
 



※図中の数字は陽性件数  

8年度   9年度   10年度   11年度   12年度   13年度   14年度   

R  2311   1617   1999   1740   1709   2506   2042   
明  0．09   0．12   0．05   0   0，29   0．32   0．44   

保健所昼  

陽性率（  

区分   15年度   16年度   17年度   18年度   19年度   

保健所昼間   1942   2071   1998   2232   2828   

陽性率（％：I   0．41   0．34   0．4   0．45   0．32   

保健所夜間   609   341   301   259   459   

陽性率（％：I   0．33   0．88   0．33   0．77   0．22   

日曜日  874   886   894   957   

陽性率（％：I  0．23   0．56   0．45   0．42   

し二‡・   



資料5－3  

設置の経緯  

■大阪市内にHIV検査（無料・匿名）を実施するセンターが新たに   

開設された。  

■（財）エイズ予防財団がブリストル・マイヤーズ株式会社と米国   

のブリストル■マイヤーズスクイブ財団からの支援を受け、大阪   

における検査・相談体制の充実、啓発・陽性者支援等の中核と   

なる施設を設置したものです。  

■現在、検査部門（仮設）でのHIV検査が実施されており、大阪府   

と大阪市は、NPO団体の協力のもと検査体制の充実を図って   

いる。   



施設の栂苧  

■名  称：ChotCASTなんば（大阪検査相談・啓発・支援センタT）  

「旦Ommunicationhab旦f主esting，旦OunSeiing皇nd旦uPPO咤」の略   

「場 所：大阪市浪速区難波中1－6－8 イチエイ総合ビル3階  

t地下鉄御堂筋線なんば駅6番出口より徒歩1分  
・南海本線難波駅北口より徒歩3分  

・近鉄難波線近鉄難波駅より徒歩5分   

■開 設日：平成20年3月30日（日）   

■延床面積：約40坪（フルオープン時＝6月頃予定＝：147．36坪）  

〔現  状〕カウンセリングルーム（7室）、検査室（1室）  

採血室（1室）、事務室（1室）、採血待合等  

1⊂＝」  
〔フルオープン〕カウンセリングルーム（9室）、検査室（1室）、  

採血室（1室）、事務室（1室）、採血待合、  

インフォメーションコーナ、イベントスペース等   



3   
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事業の内容  

■検査内容：①日曜即日HェV検査  

（平成20年3月30日（日）～毎週実施）  
②土曜日HIV検査  

（平成20年6月 7日（土）～毎週実施予定）  

※検査については、  
①特定非営利活動法人HlVと人権・情報センター（JHC）  

②特定非営利活動法人チャームが大阪府、大阪市の委託  
を受け実施。  

※また、希望者には、B型肝炎の検査を受けることができます。   



川Ⅳに間す与勉強会の開蛙   

08にち；平成20年4月ヱ○日（日）  
○会場：¢ho†eA5T啓んlさ  
○草加昔＝拘50名  

臣師．蜃講師．ボ弓ンティア等  
○内 書＝8聖肝附こついて  

大阪医療センター 白阪先生  

大阪府健康福祉部 川口主査  

、ち   



資料6咽1  

保健所等におけるHI∨抗体検査、相談件数の月別推移   
（平成18年1月～平成19年12月）   

検査】  【相談】  

．りOD  

川∨検査書及週間，‾‾▲▼▼‾  
（6／1－6／7）  

．り00  

冊0  

HlV検査青及週間  
仰0  ．り冊    朋 ．（）00 ．㈹ ．（）00  ‾‾‾‾‾‾】－－  －－－l世界エイズデーF＝一二一－－－－  
ヨ  



四半期ごとの年別推移1  

l－平成14年－●一平成15年＋平成1昨→－平成1咋ぺト平成1時1′☆平成1咋】  

50，000  

㌦〆㌦・〆  

40，000  

頑  

一・〆－☆－・一蠣Hl′叫・一冊－一岬－・爪・…・■融・号㍗ 

10．000  
1月～3月   4月～6月   7月－9月   10月－12月  

－■－平成14年   13．546   13朋6   15281   18卵9  

－－平成15年   17．900   柑．626   17β51   20．162  

十平成16年   20．165   1も．5？4   Zり13   28．552  

十平成17年   25．000   川．800   24．700   29．787  

一にト・平成18年   23β04   25．985   Z9．312   37．449  

平成19年   33β15   37．480   37即8   44．873  

保健所等における検査実績   
年別四半期の推移  

l一◆－1月～3月＋4月～6月＋7月…9月一旬卜10月～12射  

50－000  

40，000  

10，000  
平成14年  平成15年  平成16年  平成17年  平成18年  平成19年  

－◆－1月～3月   13．546   17．900   20，165   25．000   23．804   33，515  

＋4月～6月   13，936   19，626   18．574   20，800   25，985   37．480  

「－7月－9月   15、281   17．851   21、713   24，了00   29．312   3了，948  

ー標ト10月～12月  18．889   20．162   28．552   29．787   37．449   44．873  

2
 
 
 



重点都道府県におけるHIV抗体検査の実績件数について  

（単位：件）  

平成柑年1月～12月  平成19年1月”12月  増加率   

茨城県   1．664  →  2，714  63．1％増   

埼玉県   3，670  →  5，338  45．4％増   

千葉県   4．623  →  6．369  37．8％増   

東京都   23．446  →  28，965  23．5％増   

神奈川県   9，620  →  11．768  22．3％増   

山梨県   716  →  943  31．7％増   

長野県   2．663  －→  3，659  37．4％増   

愛知県   7，917  →  11．240  42．0％増   

大阪府   14，044  →  17．609  25．4％増   

沖縄県   2．547  →  3，755  47．4％増   

3   



平成19年度HIV検査普及週間の実施内容  

（1）トークライブ及び街頭キャンペーン  

HlV検査普及週間の告知及びHlV検査の浸透・普及のため、山本シュウ氏や松竹芸能のタレント   

によるトークライブ及びNGOやボランティア団体、企業等による往i頭キャンペーン（パンフレット、   
啓発グッズ等の配布）の実施。  

実施場所等5月28日 東京（池袋、渋谷、新宿）5月30日 名古屋（栄小公園）5月31日 大阪（アメリカ村）  

（2）ラジオによる普及啓発  

HlV検査普及週間の実施の告知と絢香さんからの川∨検査への  
呼びかけメッセージの放送  

放送局 東京FM、FM愛知、FM大阪、FM富士、FM長野、FM沖縄  

t3）その他   

○ポスター・パンフレットによる啓発  

自治体、保健所、交通広告等   
○エイズ予防財団の媒体による情報提供  
エイズ予防情報ネット、エイズリポート   

○インターネット上での啓発活動  
ヤフーとの連携、セカンドライフ内での告知   



資料6－2  

平成20年度HIV検査普及週間の活動計画  

1 目的   

国や都道府県等が行う検査一相談体制の充実を図る取組みを強化する   

ことにより、国民のHIVやエイズに対する関心を喚起し、もってHI  
V検査の浸透一普及を図るため、キャンペーン活動等を実施する。  

2 期間   

平成20年5月下旬から6月7日（土）まで   

（検査普及週間 6月1日から6月7日まで）  

3 厚生労働省が実施するイベント等の概要   

（1）特に重点的に連絡調整すべき自治体地域をカバーするFM局を中  

心に検査普及週間の告知  

O HIV検査普及週間の実施及び検査実施期間等について番組で  

の告知  

○放送予定局  

東京用、Ⅷ愛知、和犬阪、川富士、Ⅷ長野、用沖縄 等  

（2）街頭キャンペーン  

著名人による啓発イベントを実施するとともに、エイズ予防財団を   
中心にボランティア等の協力を得て、チラシやパンフレット、グッズ   
等を街頭にて配布  

○実施場所（予定）  

東京都：渋谷  

○実施日（予定）  

5月下旬   



（3）ポスター㌧パンフレットによる啓発  

○啓発ポスターの配布（45，000部）  
一 自治体、保健所等  
・全国公衆浴場業生活衛生共同組合連合会  

・全国興業生活衛生協同組合連合会  

掲示期間：検査普及週間前後1ケ月程度  

・交通広告（JR、私鉄及び地下鉄各線）  
掲示期間：5月上旬から6月7日までのうち、任意の3日間  

○啓発パンフレットの配布（200，000部）  

・自治体、保健所、拠点病院  

（4）インターネットによる啓発及び情報提供  

Yahoo！JAPANとの連携企画としてrレッドリボンキャンペーン」  

をインターネット上で展開する。  

また、エイズ予防財団のホームページ（エイズ予防情報ネット）   
において、検査普及週間前後に全国の自治体で実施されるイベント  

の紹介及び検査相談体制の案内を掲載する。  

（∋  
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HIV検査普及週間の取り組みについて  

（重点都道府県等）  

日   迅速   イベントでの  
自治体名  夜間検査   休  検査    検査   検査・相談   19年度実施状況   20年度実施予定  

一県北給食研究会で感染症に関する講話を実施  

茨城県  ○  ○  
ーラジオでの検査書及週間のPR  
・エイズ啓発記事掲載のJR時刻表、ポスターを駅に配布すること等で検査普及  

・講演会、街頭キャンペーン等イベントを実施予定   

週間をPR  

・県の広報等を活用して「検査普及週間」を広〈広幸艮  
土素羊l星  ○    ○  〔）  検討中   ・免許センター及び大学で検査情報入りポケットティッシュやH！∨検査案内パン  

フレツト入りのポケットティッシュを配布   

干葉県  ○  ●  ○  ●   ○  ・駅前施設における相談、検査の実施（平日）   ・駅前施設における相談、検査の実施（休日）   

・東京都HIV検査・相談月間（6月1日～30日）を実施（リーフレットの作成配布 （50 
，000部）等）  

東京都  ○  ●  ○  ●  ○  ●  ・エイズ啓発拠点「ふお－てい－」の開設  
（50，000部）等）  
・記念講演会の実施（講師：（株）フジテレビジョンアナウンサー佐々木恭子氏）  

・記念講演会の実施（講師：（社）地域医療新興協会ヘルスプロモーション研究セ ンタ 
ー岩室紳也氏）   

・検査普及週間に合わせ、神奈川県HIV即日検査センターを会場として検査イ  

神奈川県  ○  ○  ○  ○   ベントを開催し、検査回数を増やした。  し、毎月3回の開催に設定  

・鎌倉ビーチフェスタ2007にてパンフレットとグッズを配布   
・検査会場及び本厚木駅周辺において、パンフレット及びグッズの配布と展示を  
実施予定   

○  
山梨県  ○  ●   ※1  ○  ・歯科健康フェスタ、口腔衛生週間キャンペーンと協同でイベントを実施   ・歯科健康フェスタ、口腔衛生週間キャンペーンと協同でイベントを実施   

○  ・駅前、高校、大型店等で啓発グッズを配布   
長野県  ○  ●  ○  

・街頭キャンペーン（啓発グッズ配布）  
・ラジオ、テレビスポット、新聞広告等による検査PR   ・出張相談、休日検査の実施   

愛知県  ○  ○  ○  ・検査普及週間中の保健所休日検査に関して、5月19日から6月1日まで県内主 要映画館の映画幕間広告を行うとともに、クーポンマガジン「HotPepper」名古  
屋版6月号に広告を出した。   

おいてCM広告をする   

大阪府  ○  ○  ○  
・アメリカ村三角公園にてライブトークと街頭キャンペーンを実施（5月31日）  
・臨時検査を実施（6月1日に通常検査、6月2日と9日に迅速検査）   
・大型食料品店でのパネル展示  
・保健所HP、タウン誌等で検査体制の周知  

t公共施設（商工会議所等）でのパネル展示  

・ショッピングセンター等でリーフレット等の配布  ・保健所ホームページで検査体制の周知  
沖縄県  ○  ●  ○  ●  ・記者発表及びチラシの配布  ・記者発表及びチラシの配布、学校現場での講演  

・ポスターの掲示（図書館・大型スーパー）  
・ポスターの掲示、検査普及チラシ入りティッシュの配布  

・県広報誌での検査書及週間の周知  
・県広幸艮誌での検査普及週間の周知   

・各区役所（10ケ所）及び関係課所でのティッシュペーパーの配布、HPや駅オー  ・各区役所、関係課所でのティッシュペーパーの配布  

さいたま市  ○  ○  ●  ○  
○              ロラビジョン等でのPR放映   ・大学でのティッシュペーパー等配布  

・協議会学生委員の大学でのティッシュペーパー配布   ・HPや駅オーロラビジョンでのPR放映  
・休日HIV即日検査の実施   ・休日検査の実施   

干葉市  ○  ●  ●  ・特に無し   ・特に無し   

・6月13日と14日の夜間に、HIV、クラミジア、梅毒、B型肝炎の検査一相談（ゲイ  
横浜市  ○  ○  ○  未定   コミュニティ、MSMへフライヤー等で周知）  ・検討中   

・各区におけるパネル展示等  

川崎市  ○  ○  
・6月2日、JR川崎駅自由通路でHIV検査普及週間キャンペーンとしてHIV検査 内等のリ 
案ーフレット類配布（400部）   

名古屋市  ○  ○  ○  
・街頭キャンペーン（5月30日）  
・無料HIV迅速検査会（6月3日）   

■無料HIV検査会   

大阪市  ○  ○  ○  ・特に無し   ・特に無し   
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夜間検査・・・保健所閉所17時）以降に検査を実施している自治体  
休日検査■■・土日に検査を実施している自治体  
迅速検査＝・迅速検査キットを使い即日に結果を返している自治体  

○は平常から実施している自治体（20年度開始予定含む）  
●は検査普及週間のみ実施、もしくは実施体制を強化する自治体  
※1エイズデーのみ実施  



資料6－4  

平成20年度「HIV検査普及週間」実施要綱  

1 趣  旨   

HIV感染者・エイズ患者新規報告数は、依然として増加傾向にある。平成20  

年2月7日に開催されたエイズ動向委員会の発表によると、平成19年（速報値）に   

おいては、］L，448件と過去最高を記録し、予断を許さない状況となっている。   

また、診断時には既にエイズを発症している事例が約3割を占めており、これは、   

早期発見のための検査機会を逸していることによるものと考えられる。  

これまでも保健所や検査室等においては、無料・匿名でHIV検査を行うととも   

に、利用者の利便性に配慮した検査・相談体制の構築を進めてきたが、今後はより   

一層こうした取組みの推進が求められている。   

そこで、HIV検査普及週間（以下「本週間」という。）を機会に、国や都道府   

県等（都道府県、保健所を設置する市及び特別区を言う。以下同じ）が行う検査・   

相談体制の充実を図る取組みを強化することにより、国民のHIVやエイズに対す   

る関心を喚起し、もってHIV検査の浸透・普及を図ることとする。  

2 期  間   

平成20年6月1日（日）～7日（土）  

3 王  唱   

厚生労働省・財団法人エイズ予防財団  

4 主  題（キャッチフレーズ）   

各都道府県等によって適宜定めるものとする。  

なお、HIV検査ではなく、広く理解されやすくなるよう「エイズ検査」という   

名称を用いても構わない。  

（例：「エイズ検査は、あなたにも必要です」等）  

5 実施方法  

（1）厚生労働省・財団法人エイズ予防財団  

本週間に係る全国的なキャンペーン活動を行うとともに、期間内における検査   

の日程及び会場等について、プレス発表等を通じて全国一斉に紹介することによ   

り、広く］1ⅠⅤ・エイズに対する関心の喚起を図る。  

また、HIV検査や相談・カウンセリングに係るマニュアル等を作成するなど、   

検査や相談に係る情報提供を行うことにより、都道府県等が行う検査・相談に対   



する技術的支援を行う。   

（2）都道府県等   

検査受診者の立場に立ち、地域における特性を踏まえながら、利便性やサービ   

ス向上に配慮した検査・相談体制の整備促進を図り、これにより、HIV検査が   

地域住民にとって身近なものと捉えられるよう環境整備に努めること。   
具体的には、平日夜間や土日における検査といった時間外検査や、迅速検査の   

実施はもとより、HIV検査の普及を図るため、イベント等集客の多い機会と連   

動した検査の実施などを行う。   

また、エイズに係る正しい知識の普及啓発を進めるとともに、検査・相談の利   

用に係る情報につき、積極的な広報に努める。  

6 留意事項   

HIV検査や相談に当たっては、検査受診者のプライバシー の保護に十分配慮す   

るとともに、検査前及び検査後の相談の機会を、受診者個々人の行動変容を促す絶  

好の機会と位置付け、適切な相談を行うよう努めること。また、陽性が判明した場  

合については、医療機関の紹介等にあたり十分に説明する等配慮すること。   

7 その他   

なお、本週間における当検査・相談の実施については感染症予防事業費等国庫負  

担（補助）金「特定感染症検査等事業（HIV抗体検査及びエイズに関する相談事  

業）」の補助対象であること、また検査・相談とあわせて行うイベント等について   

は、「エイズ対策促進事業」の補助対象であることを申し添える。   



資料1（別添）  
施策の実施状況に関するモニタノング項目表  

注‥モニタノング項目に関しては各自治体からの報告に基づいており、統一された集計方法によるものではない   




